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　CERN（欧州原子核研究機構）は、2012 年 7 月 4 日、ヒッグス粒子探査の最新状況を発表し、ヒッ
グス粒子が発見された可能性について報告した。CERN では大型ハドロン衝突型加速器で陽子を高速
に加速して正面衝突させ、その時に発生する素粒子を ATLAS と CMS という 2 つの研究グループが




子探査の最新状況を 2012 年 7 月 4 日に発表した1）。











と CMS という 2 つの研究グループが独立に観測し
















的に可能性のある 3 つの質量（125 GeV, 150 GeV, 
190 GeV）も棒グラフで示してある。図表 1 と図表
2 のいずれも、126 GeV（陽子質量の約 133 倍）付
近に、バックグラウンドよりも高いデータ数が存
在 す る。ATLAS 実 験 で は 126.5±0.6 GeV、CMS
実験では 125.3±0.6 GeV の値が得られており、ノ
イズではなく新しい粒子によるシグナルである確
率は 99.9999％ と推定される。
　新しく素粒子が発見されるのは、トップクォー
ク以来 17 年ぶりのことであり、しかも質量の値か
らヒッグス粒子の可能性は大きい。しかし、スピ
ンなどの質量以外の性質についても確認しなけれ
ばヒッグス粒子と断定できず、今後も実験は継続
される予定である。
参　考　1）　CERN Press Release：http://press.web.cern.ch/press/PressReleases/Releases2012/PR17.12E.html
　　　　2）　ATLAS News：http://www.atlas.ch/news/2012/latest-results-from-higgs-search.html
図表 2　4レプトンへの崩壊チャンネルの観測データ数
図表 1　2フォトンへの崩壊チャンネルの観測データ数
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